
金津本陣 IK
OSSA に

歴史を学び
にいこっさ

！ 郷土歴史資料館 だより郷土歴史資料館 だより

　埋蔵文化財とは、地中に埋もれている文化財のことで、主
に遺跡のことを指します。遺跡は私たちの先祖が生活してき
た痕跡であり、それらから地域の歴史や文化を明らかにする
ことができます。そのため、埋蔵文化財を守り、後世に残し
ていくことが大切です。
　埋蔵文化財の存在が知られている土地で開発を行う際には、
届出をしなければならないと法律で定められています。これ
は開発などにより埋蔵文化財が破壊されてしまうことを防ぐ
ためです。
　埋蔵文化財がある場所については、福井県ホームページ「埋
蔵文化財（福井県遺跡地図）」から確認することができます。
皆さんの家の下にも埋蔵文化財が眠っているかもしれません。
家の建替え、新築などをお考えの場合は当館へお問合せくだ
さい。

開館時間  9 時 30 分 ～ 18 時（最終入館 17 時 30 分）
問合せ　☎ 73-5158　　  73-1038　　　maibun@city.awara.lg.jpFAX

地域の歴史を伝える埋蔵文化財を守るために

郷土歴史資料館（金津本陣 IKOSSA ２階）
休館日　月曜日・第四木曜日（祝日の場合はその翌日）

　北潟地区にある安楽寺は、市内で最古級の由来
を持つ古刹で、ここに祀

まつ
られている大日如来坐像

は、高さ７７㎝、膝張５３㎝で、蓮
れんだい
台に結

け っ か ふ ざ
跏趺坐し、

法
ほっかいじょういん
界定印（座禅時の手の組み方）をしています。
　制作技法は仏像をいくつかのパーツに分けて彫っ
てから組み合わせる寄

よせぎづくり
木造の手法がとられ、内部を

空洞にする内
うちぐり
刳で、目に水晶を入れる玉眼という技

法も用いられています。仏身には金箔を施し、身に
まとっている衣は朱色に彩色されています。
　これらの制作技法などから室町時代の作と考えら
れ、平成元年に旧芦原町の指定文化財となりました。
本像は傷みが激しかったため、今
年度安楽寺によって修復が行われ
ました。このたび、無事修復を終
えたことを記念して、お披露目・
開眼供養法会が７月５日に執り行
われ、地元の人々が多数参列しま
した。 ▲安楽寺　大日如来坐像

第29回 市指定文化財　安楽寺　大日如来坐像
コラム　あわら市の文化財・史跡探訪

▲福井県 HP

☏
☏

１ ２ ３

対応のみ
別途 リーダー
ライターが必要
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対象サービス： 電子マネー、 コード
決済、クレジットカードなど
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要
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ひとり親家庭へのご案内
　
ひ
と
り
親
家
庭
に
は
、
生
活
の
安
定
と
自

立
の
促
進
、
児
童
の
福
祉
増
進
を
図
る
た
め
、

児
童
扶
養
手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
手
当

を
受
給
す
る
に
は
、
支
給
要
件
や
所
得
制
限

が
あ
り
ま
す
。

　
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
、
毎

年
「
現
況
届
」
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
届
は
、
毎
年
８
月
１
日
に
お
け
る

家
庭
の
状
況
を
把
握
し
、
引
き
続
き
手
当
を

受
け
る
要
件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。

　
対
象
者
に
は
案
内
書
を
送
付
し
て
い
ま
す

の
で
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
が

な
い
場
合
は
、
引
き
続
き
手
当
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
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す
。
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課
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安
田
か
ま
ぼ
こ
で
の
か
ま
ぼ
こ
作
り
体
験

や
、
松
島
水
族
館
見
学
を
し
て
親
子
で
１
日

楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

と　
き　

10
月
11
日
（
日
）
８
時
45
分
発

（
市
役
所
西
側
駐
車
場
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市
内
在
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と
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親
子

参
加
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１
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０
０
０
円
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員　

先
着
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込
み　
【
期
間
】
８
月
20
日
（
木
）

～
９
月
20
日
（
日
）

あ
わ
ら
市
コ
ス
モ
ス
の
会　

代
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川　
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
ひ
と
り
親
世
帯
を
対
象
に
子
育
て
の
負
担

増
加
や
収
入
減
少
な
ど
を
踏
ま
え
、
臨
時
特
別

給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

　

児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
を
お
持
ち
の
人
に

は
、
現
況
届
に
案
内
を
同
封
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
を
認
定
さ
れ
て
い

な
い
人
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
、
子
育
て
支
援
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
子
育
て
支
援
課

窓
口
に
備
え
付
け
て
あ
る
ほ
か
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

対
象
世
帯　

18
歳
を
迎
え
た
最
初
の
3
月
31
日
ま
で
の

間
に
あ
る
児
童
、
ま
た
は
20
歳
未
満
の
障
害

を
持
つ
児
童
を
監
護
す
る
ひ
と
り
親
世
帯

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

対
象
者

①
令
和
2
年
6
月
分
児
童
扶
養
手
当
の

支
給
を
受
け
て
い
る
人

②
公
的
年
金
等
を
受
給
し
て
お
り
、
児
童

扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
な
い
人

※ 

総
所
得
が
児
童
扶
養
手
当
受
給
水
準
以
下
の
人

③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け

て
家
計
が
急
変
し
、
収
入
が
児
童
扶
養

手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
と
同
じ
水
準

に
な
る
人
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児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
の
提
出
を

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
子
の
集
い

ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金

あ
わ
ら
市
優
良
工
事

表
彰

　
市
が
発
注
し
た
工
事
の
中
か

ら
、
特
に
成
績
が
優
秀
で
あ
っ

た
も
の
を
優
良
工
事
と
し
て
表

彰
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
竣
工
工
事
で
受

賞
し
た
工
事
と
事
業
者
名
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。
こ
の
事
業

者
に
は
、
７
月
15
日
（
水
）
に

市
役
所
で
表
彰
状
を
手
渡
し
ま

し
た
。

受
賞
工
事

平
成
30
年
度

市
道
１
１
１
２
号
線
付
替

工
事

受
賞
事
業
者

株
式
会
社
石
川
工
務
店

問
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